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論文要旨： 

本研究は、低人口密度の島艇部から超高人口密度の都心部まで幅広い人口密度の地域を有する東京

都の大規模調査データを基に、人口密度と小中学生の身体活動量との関係を、1 日平均歩数を指標と

して明らかとすることを目的とした。対象は 2011年東京都が実施した児童・生徒体力調査の参加者の

うち、本研究の適格基準を満たした 6- 15歳までの 13,688 人とし、5 群（2,500 人/㎢, 2,500- 5,000 

人/㎢,5,000 -7,500人/㎢,7,500-10,000人/㎢, >10,000 人／㎢）に分けた。人口密度と l日平均歩

数（総歩数、校内歩数、校外歩数）の関係を線形混合モデルにより男女別に解析した。総歩数と校外

歩 l数土、男女ともに人口密度が特に高い地域と低い地域で低直となる逆 U字型の分布を示した。総

歩数は、対照群（5,000- 7,500人／㎢）と比較して最も人口密度が高い群では男子-987±373歩、女

子-868±338 歩、最も人口密度が低い群では男子 1,077±458歩、女子-1,059±414 歩で有意に少なか

った。校外歩数もほぼ同様の傾向であった。校内歩数 l土群間で有意差はなかったことから、人口密

度による総歩数の差は校外歩数に起因すると考えられた。 

審変過程： 

1. 本研究は、東京都および東京医科大学医学研究倫理審査委員会の承認を経て、倫理上適切に実方面
されたものである． 

2. 木集団を選んだ理由、理想的な歩数、メンタルヘルスとの関連、地理的環境、気象環境、役会経済

的環境等が本研究に与える影響について適切に回答できた。 

3. 本研究に関するその他の影響因子や交絡因子について、十分な知識を有していた。 

4. 今後の研究課題等について適切に回答できた。 

価値判定： 

本研究は、小中学生の総歩数が超高人口密度と｛恋人口密度のいずれの地域でも低い逆じ字型の関

係にあることを明らかにした初めての研究である。小中学生の身体活動をどう確保するかについて、今

後の健康増進対策、公衆衛生的政策への重要な示唆を与える点で学位論文としての価値を認める。 

 

 


